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序文
2022 年 10 月リリースの管理者サービスにおける新機能、改良点、および動作の変更については、

「Administrator の新機能」を参照してください。実行が必要になることがあるアップグレード手順の情報も提
供されています。

Informatica のリソース
Informatica は、Informatica Network やその他のオンラインポータルを通じてさまざまな製品リソースを提
供しています。リソースを使用して Informatica 製品とソリューションを最大限に活用し、その他の
Informatica ユーザーや各分野の専門家から知見を得ることができます。

Informatica マニュアル
Informatica マニュアルポータルでは、最新および最近の製品リリースに関するドキュメントの膨大なライブ
ラリを参照できます。マニュアルポータルを利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてく
ださい。
製品マニュアルに関する質問、コメント、ご意見については、Informatica マニュアルチーム

（infa_documentation@informatica.com）までご連絡ください。

Informatica Intelligent Cloud Services Web サイト
Informatica Intelligent Cloud Services Web サイト（http://www.informatica.com/cloud）にアクセスでき
ます。このサイトには、Informatica Cloud 統合サービスに関する情報が含まれます。

Informatica Intelligent Cloud Services コミュニティ
Informatica Intelligent Cloud Services コミュニティを使用して、技術的な問題について議論し、解決しま
す。また、技術的なヒント、マニュアルの更新情報、FAQ（よくある質問）への答えを得ることもできます。
次の Informatica Intelligent Cloud Services コミュニティにアクセスします。
https://network.informatica.com/community/informatica-network/products/cloud-integration
開発者は、次の Cloud 開発者コミュニティで詳細情報を確認したり、ヒントを共有したりできます。
https://network.informatica.com/community/informatica-network/products/cloud-integration/cloud-
developers
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Informatica Intelligent Cloud Services マーケットプレース
Informatica マーケットプレイスにアクセスすると、データ統合コネクタ、テンプレート、およびマップレッ
トを試用したり購入したりできます。
https://marketplace.informatica.com/

データ統合コネクタのドキュメント
データ統合コネクタのドキュメントには、マニュアルポータルからアクセスできます。マニュアルポータルを
利用するには、https://docs.informatica.com にアクセスしてください。

Informatica ナレッジベース
Informatica ナレッジベースを使用して、ハウツー記事、ベストプラクティス、よくある質問に対する回答な
ど、製品リソースを見つけることができます。
ナレッジベースを検索するには、https://search.informatica.com にアクセスしてください。ナレッジベース
に関する質問、コメント、ご意見の連絡先は、Informatica ナレッジベースチーム

（KB_Feedback@informatica.com）です。

Informatica Intelligent Cloud Services Trust Center
Informatica Intelligent Cloud Services Trust Center は、Informatica のセキュリティポリシーおよびリアル
タイムでのシステムの可用性について情報を提供します。
Trust Center（https://www.informatica.com/trust-center.html）にアクセスします。
Informatica Intelligent Cloud Services Trust Center にサブスクライブして、アップグレード、メンテナン
ス、およびインシデントの通知を受信します。Informatica Intelligent Cloud Services Status ページには、す
べての Informatica Cloud 製品の実稼働ステータスが表示されます。メンテナンスの更新はすべてこのページ
に送信され、停止中は最新の情報が表示されます。更新と停止の通知がされるようにするには、Informatica 
Intelligent Cloud Services の 1 つのコンポーネントまたはすべてのコンポーネントについて更新の受信をサブ
スクライブします。すべてのコンポーネントにサブスクライブするのが、更新を逃さないようにするための最
良の方法です。
登録するには、https://status.informatica.com/に移動し、［更新を購読登録］をクリックします。その後、
電子メール、SMS テキストメッセージ、Webhook、RSS フィードとして、またはこの 4 つを任意に組み合わ
せて送信された通知を受信することを選択ができます。

Informatica グローバルカスタマサポート
電話またはオンラインでカスタマサポートセンターに連絡できます。
オンラインサポートについては、Informatica Intelligent Cloud Services の［サポート要求の送信］をクリッ
クしてください。またオンラインサポートを使用して問題を記録することもできます。オンラインサポートを
利用するには、ログインが必要です。https://network.informatica.com/welcome でログイン要求できます。
Informatica グローバルカスタマサポートの電話番号は、Informatica の Web サイト
https://www.informatica.com/services-and-training/support-services/contact-us.html に掲載されていま
す。
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第  1  章

新機能と改良点
Informatica Intelligent Cloud Services℠ 管理者の 2022 年 10 月リリースには、以下の新機能と改良点が含ま
れています。

デフォルトローカルクラスタ
詳細モードでマッピングを実行するために、エージェントはエージェントマシン上にデフォルトローカルクラ
スタを作成できます。これにより、マッピングロジックをテストするために小さなデータセットで高度な機能
の開発を開始し、実行できます。
注: ローカルクラスタ上で詳細モードでマッピングを実行する前、特にエージェントがすでに他のジョブを実行
している場合は、エージェントがクラスタを作成してジョブを正常に実行できるように、エージェントに十分
なリソースがあることを確認してください。エージェントに十分なリソースがない場合、エージェントですで
に実行中のジョブと詳細モードのマッピングは失敗します。エージェントマシンには少なくとも 8 コアと
32GB のメモリを確保することをお勧めします。
デフォルトローカルクラスタの詳細については、「詳細クラスタ」を参照してください。
詳細モードの詳細については、データ統合のヘルプを参照してください。

Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 のマネージド ID 認証コネクタ
詳細クラスタで、マネージド ID 認証を使用して Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 に接続できます。
詳細については、「詳細クラスタ」を参照してください。

ModelServe システムユーザーとユーザーロール
このリリースには、次の新しいシステムユーザーとユーザーロールが含まれています。
ModelServe システムユーザーとシステムロール

組織が ModelServe を使用している場合、Informatica Intelligent Cloud Services は、
ModelServe_System_<Organization_ID>というシステムユーザーと、Model Serve System Role という
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システムロールを作成します。システムロールは、機械学習モデルをデプロイするためのクラウドリソー
スをプロビジョニングするために必要な権限をシステムユーザーに付与します。

ユーザーロール
クロスサービスおよびサービス固有のユーザーロールを割り当てて、ModelServe へのアクセス権をユー
ザーに付与できます。
Admin、Designer、Monitor、および Operator クロスサービスロールを持つユーザーは、ModelServe
にアクセスできます。
Model Serve Admin と Model Serve Predictions User は、サービス固有の新しいロールです。Model 
Serve Admin ロールを持つユーザーは、Administrator にアクセスして ModelServe に関連する権限を割
り当てることができます。また、ModelServe にアクセスして、機械学習モデルを登録およびデプロイす
ることもできます。Model Serve Predictions User ロールを持つユーザーは、チームのモデルデプロイメ
ントにアクセスして、アセットを変更することなくモデルデプロイメントからの予測を要求できます。
詳細については、「ユーザー管理」を参照してください。

8       第 1 章: 新機能と改良点 



第  2  章

変更された動作
Informatica Intelligent Cloud Services℠ 管理者の 2022 年 10 月リリースでは、以下の動作が変更されていま
す。

データ統合エラスティック
データ統合エラスティックには、次の変更が含まれています。
用語
次の表に、更新された用語を示します。

以前の用語 新しい用語
エラスティッククラスタ 詳細クラスタ
エラスティック構成 詳細設定

メータリング
詳細モードでマッピングを実行すると、次のメーターが有効になります。
• CDI-E コンピューティングの時間数
• サーバーレス CDI-E コンピューティングの時間数
• Data Quality エラスティック
• 高度なサーバーレスとの Data Quality エラスティック
以前は、エラスティックマッピングを実行するとメーターが有効になりました。
詳細については、「組織管理」を参照してください。
マニュアル

「データ統合エラスティック管理」モジュールの名前が「詳細クラスタ」に変更されました。
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IPU メトリックの詳細なサービスレポート
IPU メトリックの詳細なサービスレポートでは、ジョブの開始時刻と終了時刻に協定世界時（UTC）が使用さ
れます。
以前は、ユーザーが詳細なサービスレポートをダウンロードすると、レポートはジョブの開始時刻と終了時刻
にユーザーのタイムゾーンを使用していました。

サーバーレスランタイム環境
サーバーレスランタイム環境で詳細モードでマッピングを実行する場合、サーバーレスランタイム環境がある
リージョンとは異なるリージョンにソースまたはターゲットがあるマッピングでは、マッピングタスクで追加
の詳細セッションプロパティを指定する必要はありません。
以前は、spark.hadoop.fs.s3a.bucket.<バケット名>.endpoint を設定し、ランタイム環境がマッピングのソースとタ
ーゲットにアクセスできるようにする必要がありました。以前にこのプロパティを設定した場合は、このプロ
パティを詳細セッションプロパティから削除できます。

Azure 上の詳細クラスタ用のストレージの場所
2022 年 10 月リリースで、Informatica は、フルマネージドクラスタ、セルフサービスクラスタ、およびロー
カルクラスタを含む、Azure クラウドにデプロイされたクラスタのステージング、ログ、または初期化スクリ
プトの場所をホストするための Blob Storage のサポートを終了しました。
ステージング、ログ、および初期化スクリプトの場所をホストするには、Azure Data Lake Storage Gen2 を使
用してください。
詳細については、「詳細クラスタ」を参照してください。

Secure Agent インストーラファイル
Secure Agent インストーラファイルとチェックサムファイルの名前が変更されました。インストーラファイル
を直接ダウンロードするための SaaS エンドポイントは廃止されました。
次の表に、Secure Agent インストールファイルの以前の名前と新しい名前を示します。

プラットホーム 以前の名前 新しい名前
Windows agent64_install_ng_ext.exe agent64_install_ng_ext.<agent-core-version>.exe

例: "agent64_install_ng_ext.6403.exe"
Linux agent64_install_ng_ext.bin agent64_install_ng_ext.<agent-core-version>.bin

例: "agent64_install_ng_ext.6403.bin"
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次の表に、チェックサムファイルの以前の名前と新しい名前を示します。

プラットホーム 以前の名前 新しい名前
Windows checksum.txt agent64_install_ng_ext.<agent-core-version>_win64.sha256

Example: "agent64_install_ng_ext.6403_win64.sha256"
Linux checksum.txt agent64_install_ng_ext.<agent-core-version>_linux64.sha256

例: "agent64_install_ng_ext.6403_linux64.sha256"

注: Informatica は、インストーラに直接アクセスするための次の SaaS エンドポイントのサポートを終了しま
した。
 /saas/download/installer/linux64/agent64_install_ng_ext.bin /saas/download/installer/win64/agent64_install_ng_ext.exe
Secure Agent インストールファイルにアクセスするには、「ランタイム環境」ページまたは REST API を使用
してください。
Secure Agent のダウンロードおよびインストールに関する詳細については、「ランタイム環境」を参照してく
ださい。

Linux での Secure Agent の起動とシャットダウン
Linux で Secure Agent を起動およびシャットダウンするために使用するコマンドは、2022 年 10 月リリース
で廃止され、シェルスクリプトコマンドに置き換えられました。したがって、エージェントを起動およびシャ
ットダウンするために使用するコマンドは、Secure Agent インストールプログラムをいつダウンロードしたか
によって異なります。
2022 年 10 月リリース以降にインストールプログラムをダウンロードした場合は、新しい infaagent.sh シェル
スクリプトを使用して、Secure Agent を起動およびシャットダウンします。2022 年 10 月リリースより前に
インストールプログラムをダウンロードした場合は、以前の infaagent startup および infaagent shutdown コマン
ドを使用します。
次の表は、Secure Agent インストールプログラムをダウンロードした時期に応じて、Linux で Secure Agent
を起動およびシャットダウンするために使用するコマンドをまとめたものです。

アクション 2022 年 10 月以降のリリース 2022 年 10 月より前のリリース
Secure Agent の起動 ./infaagent.sh startup 。/infaagent startup
Secure Agent のシャットダウン 。/infaagent.sh shutdown 。/infaagent shutdown

注: 2022 年 10 月リリースでは、infaagent startup および infaagent shutdown コマンドは廃止されました。
Informatica は、今後のリリースでこれらのコマンドのサポートを終了する予定です。
廃止された機能はサポートされていますが、今後のリリースではサポートも廃止される予定です。この機能が
廃止される前に、別の機能に移行するようお願いいたします。
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RHEL 8.x 上の Secure Agent
RHEL 8.x 上の Secure Agent の場合、2022 年 10 月以降のリリースでは、KB 記事 163965 で説明されている
ように、シンボリックリンクを確立するためにこのコマンドを実行する必要がなくなりました。
sudo ln -s /usr/lib64/libnsl.so.2.0.0 /usr/lib64/libnsl.so.1 
Linux での Secure Agent の起動および停止に関する詳細については、「ランタイム環境」を参照してくださ
い。
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第  3  章

コネクタ
2022 年 10 月リリースには、以下の新しいコネクタと改良されたコネクタが含まれています。

新しいコネクタ
このリリースには、次の新しいコネクタが含まれています。
Elasticsearch コネクタ
Elasticsearch コネクタを使用して、データ統合から Elasticsearch データベースに接続できます。詳細モード
で構成されたマッピングで Elasticsearch 接続を使用して、Elasticsearch データベースのコレクションに対し
てデータの読み取りと書き込みを行うことができます。
Oracle Cloud Object Storage コネクタ
Oracle Cloud Object Storage コネクタを使用して、データ統合から Oracle Cloud Infrastructure（OCI）
Object Storage サービスに接続できます。マッピングで Oracle Cloud Object Storage 接続を使用して、
Oracle Cloud Object Storage ファイルに対して読み取りと書き込みを行うことができます。
Redis コネクタ
Redis コネクタを使用して、データ統合から Redis データベースに接続できます。詳細モードで構成されたマ
ッピングで Redis 接続を使用して、Redis データベースのテーブルに対してデータの読み取りと書き込みを行
うことができます。
重要: Elasticsearch コネクタと Redis コネクタは、プレビューで利用できます。評価目的でのプレビュー機能
はサポートされていますが、保証対象外で本番環境には対応していません。非本番環境でのみ使用することを
お勧めします。Informatica では、本番環境用に次のリリースでプレビュー機能を導入するつもりですが、市
場や技術的な状況の変化に応じて導入しない場合もあります。詳細については、Informatica グローバルカス
タマサポートにお問い合わせください。機能を使用するには、組織が適切なライセンスを所有している必要が
あります。

改良されたコネクタ
このリリースには、次のコネクタに関する改良点が含まれています。
Amazon DynamoDB V2 コネクタ
詳細モードのマッピングでフィルタトランスフォーメーションを設定して、ソースのレコードをフィルタリン
グできます。
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Amazon Redshift V2 コネクタ
このリリースには、Amazon Redshift V2 コネクタに関する次の改良点が含まれています。
• 実行時に新しいターゲットを作成する場合、ソースカラム名から特殊文字をターゲットに書き込むことがで

きます。
• Amazon Redshift サーバーレスクラスタに接続して、データの読み取りまたは書き込みを行うことができ

ます。
• Amazon Redshift から読み取るマッピングのステージングパフォーマンスを向上させることができます。
Databricks Delta コネクタ
このリリースには、Databricks Delta コネクタに関する次の改良点が含まれています。
• Databricks Delta 接続を使用したマッピングでのプッシュダウンの機能強化

- タスクが Databricks Delta に対して読み取りまたは書き込みを行うように、ソースのプッシュダウンの最
適化を構成できます。

- ランクトランスフォーメーションをマッピングから Databricks Delta のプロセスにプッシュできます。
• サーバーレスランタイム環境を使用して、Databricks Delta マッピングを実行できます。サーバーレスラン

タイム環境を使用して、詳細モードでマッピングを実行することもできます。
Db2 for i コネクタおよび Db2 for z/OS コネクタ
マッピングで Db2 for i または Db2 for z/OS 接続を使用するソーストランスフォーメーションまたはルックア
ップトランスフォーメーションを定義し、ソースタイプをクエリに設定すると、カスタム SQL クエリを入力で
きます。例えば、デフォルトの SQL をオーバーライドしたり、テーブルの複雑な結合を実行したり、データフ
ローに入力するフィールドの数を減らしたり、メタデータのカラムを作成したりするカスタムクエリを作成で
きます。
ソースデータベースで有効な SQL を使用します。SQL クエリを追加または入力するときに、SQL クエリを検
証できます。
Google BigQuery V2 コネクタ
Google BigQuery V2 接続を使用するマッピングでプッシュダウンを有効にすると、ランクトランスフォーメ
ーションをプッシュして Google BigQuery で処理できます。

Google Cloud Storage V2 コネクタ
タスクで動的スキーマ処理を有効にして、タスクが実行されるたびにスキーマを更新できます。データ統合が
データオブジェクトスキーマの変更をどのように処理するかを選択できます。
動的スキーマ変更処理の詳細については、「タスク」のヘルプを参照してください。

JDBC V2 コネクタ
JDBC V2 ターゲットトランスフォーメーションで式を定義して、挿入、更新、削除、または拒否操作の対象の
行にフラグを付けることができます。
Kafka コネクタ
サーバーレスランタイム環境を使用して、詳細モードで Kafka マッピングを実行できます。
Microsoft Azure Cosmos DB SQL API コネクタ
詳細モードでマッピングを実行すると、既存の Microsoft Azure Cosmos DB SQL API ターゲットに階層データ
型を書き込むことができます。
Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 コネクタ
詳細クラスタで、マネージド ID 認証を使用して Microsoft Azure Data Lake Storage Gen2 に接続できます。
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詳細については、管理者ヘルプを参照してください。
Microsoft Azure Synapse SQL コネクタ
このリリースには、Microsoft Azure Synapse SQL コネクタに関する次の改良点が含まれています。
• Microsoft Azure Synapse SQL 接続を使用したマッピングでのプッシュダウンの機能強化

- ランクトランスフォーメーションをマッピングから Microsoft Azure Synapse SQL のプロセスにプッシュ
できます。

- ソーストランスフォーメーションでソースタイプとして複数のオブジェクトを設定すると、複数の
Microsoft Azure Synapse SQL ソースから読み取ることができます。

- 未接続のルックアップをプッシュするように完全なプッシュダウンの最適化を構成すると、未接続のルッ
クアップ関数を他の式関数とネストすることができます。

• Microsoft Azure Synapse SQL から読み取るマッピングのステージングパフォーマンスを向上させることが
できます。

• 実行時にターゲットを作成する場合、特殊文字を含むフィールド名を書き込むことができます。
• Uniqueidentifier データ型のフィールドの読み取りまたは書き込みを行うことができます。
Microsoft SQL Server コネクタ
FIRST()、LAST_DAY()、LPAD()、および DATE_DIFF()関数を Microsoft SQL Server データベースにプッシュ
するように、完全なプッシュダウンの最適化を使用したマッピングを構成できます。
MongoDB V2 コネクタ
このリリースには、MongoDB V2 コネクタに関する次の改良点が含まれています。
• MongoDB V2 接続を使用して、Azure CosmosDB MongoDB API、Amazon DocumentDB、およびその他

の非 SSL MongoDB デプロイメントに対してデータの読み取りまたは書き込みを行うことができます。
• Azure CosmosDB MongoDB API、Amazon DocumentDB、およびその他の非 SSL MongoDB デプロイメン

トに接続している場合、MongoDB V2 接続を使用して、オプションのプロパティを設定できます。例えば、
Azure CosmosDB MongoDB API に対してデータの読み取りまたは書き込みを行うときのスループットを変
更できます。

ODBC コネクタ
サブタイプが DB2 の ODBC 接続を使用するタスクで、DB2 データベースに対して読み取りまたは書き込みを
行うように、完全なプッシュダウンの最適化を構成できます。
SAP コネクタ
データ統合ユーザーインタフェースから、［マップレット - SAP IDoc］アセットを使用して SAP IDoc マップレ
ットを作成できます。
Teradata コネクタ
• ソーストランスフォーメーションで Teradata 詳細ソースプロパティを構成するときに、個別の行を選択し

て重複する行を排除できます。
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変更された動作
このリリースには、次のコネクタの動作の変更が含まれています。
プッシュダウン SQL クエリでのテーブル名とカラム名のエイリアス
セッションログのプッシュダウンクエリでカラム名とテーブル名の代わりに使用されるエイリアスが改良され、
より意味のあるものになりました。
テーブル名のエイリアスはテーブル名の最初の 3 文字を使用し、カラム名のエイリアスは完全なカラム名を使
用します。例えば、テーブル名「ORDER」とカラム名「EMPID」のエイリアスは、以前は「t1.c0」と表示さ
れていましたが、「ORD.EMPID」に置き換えられます。
テーブル名が同じ文字で始まる場合、エイリアスのテーブル名は、テーブル名の最初の 3 文字に 0 から始まる
整数がサフィックスとして付けられます。このサフィックスにより、同じ文字で始まるテーブルに代わるエイ
リアスの競合を解決できます。例えば、テーブル名 ORDER_DETAILS のエイリアスは ORD0、
ORDER_CATERGORY のエイリアスは ORD1 になります。
この機能は、Snowflake Data Cloud コネクタを除き、プッシュダウンの最適化をサポートする Cloud Data 
Warehouse および Cloud Data Lake コネクタに適用されます。
Amazon Redshift V2 コネクタ
カスタムクエリまたは SQL オーバーライドを指定して、Boolean カラムを持つデータが含まれる Amazon 
Redshift ソースから読み取る場合、ソースの Boolean 値の True（1）または False（0）などの値は、「0」ま
たは「1」として正しく書き込まれます。
以前は、ソースの Boolean 値はターゲットに 0 として書き込まれていました。
Teradata ターゲットを使用した CDC ソースコネクタ
次の CDC ソースコネクタは、Teradata ターゲットでの動作が保証されるようになりました。
• Adabas CDC
• Datacom CDC
• Db2 for i CDC
• DB2 for z/OS CDC
• IDMS CDC
• IMS CDC
• Microsoft SQL Server CDC
• MySQL CDC
• Oracle CDC V2
• PostgreSQL CDC
• SAP HANA CDC
• VSAM CDC
これらの CDC コネクタのいずれかを使用すると、リカバリおよび再起動処理のために Teradata ターゲットに
リカバリテーブルが作成されます。
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第  4  章

アップグレード
以下のトピックでは、Informatica Intelligent Cloud Services データ統合のアップグレードの前後に実行が必
要になる可能性のあるタスクに関する情報を説明します。以前にアップグレードを行った後にこれらのタスク
を実行していない場合に備えて、以前の月次リリースのアップグレード後のタスクも含まれています。

アップグレードの準備
Secure Agent は、アップグレード後に Informatica Intelligent Cloud Services に初めてアクセスしたときに
アップグレードされます。
次のディレクトリに追加したファイルは、アップグレード後も保持されます。
<Secure Agent のインストールディレクトリ>/apps/Data_Integration_Server/ext/deploy_to_main/bin/rdtm-extra
注: メジャーリリースにアップグレードした後、サービスの古いバージョンと新しいバージョンが最大 24 時間
にわたって同時に実行され続ける可能性があります。この期間中のメモリの枯渇を避けるために、Secure 
Agent マシンに十分な空きメモリがあることを確認してください。
次の手順を実行して、Secure Agent のアップグレードの準備をします。
1. 各 Secure Agent マシンにアップグレード用の十分なディスク容量がある事を確認します。

マシンには、5GB 以上の空き容量または次の式を使用して計算されたディスク領域の容量（どちらか大き
い方）がなければなりません。
最低限必要な空き容量 = 3 * （現在の Secure Agent インストールディレクトリのサイズ - ログディレクトリに使用す
る容量）

2. ファイルのロックを回避するために、次のようなアプリケーションをすべて閉じてからファイルを開きま
す。
• Windows Explorer
• メモ帳
• Windows コマンドプロセッサ（cmd.exe）

2022 年 10 月リリースのアップグレード後のタスク
組織の環境を 2022 年 10 月リリースにアップグレードした後に、次のタスクを実行します。
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Amazon S3 V2 コネクタ
アップグレード後、詳細クラスタで実行されて UTF-8 文字セットエンコーディングを使用したフラット形式か
ら読み取る既存の Amazon S3 V2 マッピングが、BOM 文字を含むカラム名を読み取らない場合があります。
この問題を回避するには、メタデータを手動で更新してからマッピングを実行します。

Microsoft SQL Server コネクタ
アップグレード後、Microsoft SQL Server データベースに second_string 引数を含む LPAD()関数をプッシュ
するプッシュダウンの最適化が有効になっている既存のマッピングは、プッシュダウンの最適化なしで実行さ
れるマッピングとは異なる値を返します。
second_string 引数を含む LPAD()関数は、2 番目の文字列を左から右に切り詰めます。
例えば、LPAD('Infa',9,'RELATIONAL CONNECTIVITY')式の場合、関数は次の値を返します: IVITYInfa
以前は、マッピングのプッシュダウンの最適化を有効にしていて、LPAD()関数が 2 番目の文字列を右から左に
切り詰めた場合でも、LPAD()関数はプッシュダウンの最適化なしで実行されていました。
例えば、LPAD('Infa',9,'RELATIONAL CONNECTIVITY')式の場合、関数は次の値を返しました: RELATInfa
既存の動作を実現するには、プッシュダウンの最適化なしで既存のマッピングを実行します。

Parquet または Avro ファイル形式の日付およびタイムスタンプデータ型フィールドのタイムゾーンの変更
既存のマッピングが、Parquet または Avro ファイル形式の日付およびタイムスタンプデータ型のフィールド
に対して読み取りまたは書き込みを行う場合、タイムゾーンはデフォルトで Secure Agent ホストマシンのタ
イムゾーンになります。  

以前は、日付およびタイムスタンプデータ型のタイムゾーンはデフォルトで UTC タイムゾーンに設定されてい
ました。
日付およびタイムスタンプを UTC タイムゾーンに戻すには、この Secure Agent を使用する組織内のすべての
タスクに対して、Secure Agent ディレクトリで Spark プロパティをグローバルに設定するか、特定のタスク
に対して、タスクのプロパティから Spark セッションプロパティを設定します。
プロパティをグローバルに設定するには、次のタスクを実行します。
1. 次のプロパティを<Secure Agent インストールディレクトリ>/apps/At_Scale_Server/41.0.2.1/spark/

custom.properties ディレクトリに追加します。
• infacco.job.spark.driver.extraJavaOptions=-Duser.timezone=UTC
• infacco.job.spark.executor.extraJavaOptions=-Duser.timezone=UTC

2. Secure Agent を再起動します。
特定のタスクのプロパティを設定するには、タスクプロパティの Spark セッションプロパティに移動し、次の
手順を実行します。
• セッションプロパティ名として spark.driver.extraJavaOptions を選択し、値を-Duser.timezone=UTC に

設定します。
• spark.executor.extraJavaOptions を選択して、値を-Duser.timezone=UTC に設定します。
この変更は、詳細モードの Azure Data Lake Storage Gen2、Amazon S3 V2 コネクタ、Google BigQuery V2、
および Google Cloud Storage V2 マッピングに適用されます。
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datetime 値のタイムスタンプと SESSSTARTTIME
アップグレード後、datetime 値または$$$SESSSTARTTIME 変数に in-out パラメータを使用している既存の
マッピングが失敗する場合があります。
この問題は、このリリースでは、日付と時刻の両方の値がターゲットに書き込まれるために発生します。以前
は、日付の値のみがターゲットに書き込まれ、時刻の値は無視されていました。
既存のマッピングを正常に実行するには、詳細セッションプロパティで日時形式をカスタマイズするか、以前
の動作に戻します。
詳細については、Timestamp in datetime values and SESSSTARTTIME を参照してください。

Azure 上にある詳細クラスタのストレージの場所の更新
2022 年 10 月リリースで、Informatica は、フルマネージドクラスタ、セルフサービスクラスタ、およびロー
カルクラスタを含む、Azure クラウドにデプロイされたクラスタのステージング、ログ、または初期化スクリ
プトの場所をホストするための Blob Storage のサポートを終了しました。
Blob Storage でステージング、ログ、または初期化スクリプトの場所をホストしている場合は、次のタスクを
完了して、各クラスタのストレージの場所を更新してください。
1. Azure では、必要に応じてステージング、ログ、および初期化スクリプトファイル用に Azure Data Lake 

Storage Gen2 にストレージの場所を作成します。
2. Administrator で、［詳細クラスタ］タブに移動します。
3. クラスタの詳細設定を選択します。
4. Azure Data Lake Storage Gen2 で作成したストレージの場所を使用するように、次のプロパティを更新し

ます。
• ステージングの場所
• ログの場所
• 初期化スクリプトパス

注: 以前は、［詳細クラスタ］タブは［エラスティッククラスタ］という名前で、詳細設定はエラスティック構
成という名前でした。

Process Server の PostgreSQL データベースのアップグレード
Process Server の PostgreSQL データベースのバージョンがバージョン 13.5 より前の場合、2022 年 10 月リ
リースにアップグレードした後、Process Server の再起動時にデータベースをアップグレードできます。
最新の PostgreSQL データベースバージョン 13.5 をすでに使用している場合、影響はありません。
Process Server の PostgreSQL データベースのアップグレードは、デフォルトで無効になっています。Secure 
Agent の PostgreSQL データベースのレプリケーションアップグレードを有効にするには、Secure Agent のカ
スタムプロパティを追加する必要があります。
Secure Agent のカスタムプロパティを追加するには、次の手順を実行します。
1. ［Administrator］で、［ランタイム環境］を選択します。
2. ［ランタイム環境］ページで、Secure Agent の名前をクリックします。

Secure Agent グループ内の Secure Agent を一覧表示するには、Secure Agent グループの展開が必要に
なる場合があります。

3. ［詳細］タブをクリックします。
4. 右上隅の［編集］をクリックします。
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5. ［カスタム構成の詳細］領域までスクロールダウンします。
6. 次の画像は、［カスタム構成の詳細］領域を示しています。

7. すでに設定されているカスタムプロパティがある場合、［追加］アイコンをクリックして、新しいプロパテ
ィ行を追加します。

8. サービスとして［Process Server］を選択します。
9. 設定プロパティタイプとして［db］を選択します。

10. プロパティ名に replication_upgrade、値に true と入力します。
11. ［保存］をクリックします。

Process Server サービスのステータスが［再起動が必要です］と表示されます。
Process Server を初めて再起動した場合、データベースは既存のデータベースバージョンからデータのレプリ
ケーションを開始します。Process Server を再起動するたびに、データベースはレプリケーションのステータ
スを検証します。レプリケーションが完了した後、次に Process Server を再起動すると、古いバージョンの
PostgreSQL データベースがシャットダウンされ、最新バージョンのデータベースが自動的に開始されます。
これにより、Informatica が提供するスクリプトを実行して Process Server の PostgreSQL データベースを最
新バージョンに手動でアップグレードする手間が省けます。
Process Server の PostgreSQL データベースの詳細については、「Secure Agent サービス」を参照してくださ
い。

2022 年 9 月リリースのアップグレード後のタスク
組織の環境を 2022 年 9 月リリースにアップグレードした後に、次のタスクを実行します。

Hive コネクタパッケージの設定
Hive マッピングとエラスティックマッピングを実行する前に、Informatica Hive ライブラリスクリプト
downloadHiveLibs.sh を実行して、必要なディストリビューション固有の Hive ライブラリをダウンロードする必
要があります。スクリプトを実行しないと、アップグレード後はマッピングが失敗します。
スクリプトは、Secure Agent マシン上の次のディレクトリにあります: <Secure Agent インストールディレクトリ
>/downloads/package-hiveadapter.<version>/package/hive/thirdparty/informatica.hiveadapter/scripts/
downloadHiveLibs.sh
スクリプトを実行してフラグを適用する手順については、次のナレッジベース記事を参照してください: 
000186678

Snowflake Data Cloud コネクタ
JDBC ドライバのアップグレードの影響
2022 年 9 月リリースより前では、プロキシサーバーを使用して Snowflake に接続し、Secure Agent の JVM
オプションが HTTPS または HTTP に設定されていた場合、Snowflake JDBC ドライバは HTTP を使用して接
続していました。
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Snowflake JDBC ドライバのバージョンが 3.13.14 にアップグレードされました。Snowflake は、アップグレ
ードされた Snowflake JDBC ドライバで HTTPS のサポートを開始しました。
このアップグレードにより、このリリースでは、Cloud データ統合の Snowflake Data Cloud コネクタ用に構
成されたプロキシ設定の動作が変更されました。
既存のマッピングは、Secure Agent に設定した構成済みの JVM 設定に応じて、次のシナリオで影響を受けま
す。
• JVM オプションが HTTPS を使用するように設定されていて、プロキシサーバーが HTTP に設定されている

場合、JDBC ドライバは HTTPS を使用し、マッピングは失敗します。
• JVM オプションが HTTP と HTTPS の両方に設定されていて、プロキシサーバーが HTTP に設定されている

場合、JDBC ドライバは HTTPS を使用し、マッピングは失敗します。
HTTPS を使用するように JVM オプションを設定し、プロキシサーバーが HTTPS 用に構成されている場合、マ
ッピングは成功します。プロキシサーバーが HTTPS 用に構成されておらず、JVM オプションを変更しない場
合は、Snowflake Data Cloud 接続を編集し、HTTP を使用するようにプロキシサーバープロパティを構成でき
ます。
Snowflake Data Cloud 接続の追加の JDBC URL パラメータで、次のプロパティを指定できます。
useProxy=trueproxyHost=<proxy host IP address>proxyPort=<proxy server port number>proxyUser=<proxy server user name>proxyPassword=<proxy server password>
Snowflake プライベートリンク
アップグレード後、Snowflake Data Cloud 接続が Snowflake プライベートリンク URL に接続するように構
成されている場合、接続は次のエラーで失敗します。
The test connection for SF_Conn failed.JDBC driver encountered communication error.Message: Exception 
encountered for HTTP request: infa-cndln.us-east-1.privatelink.snowflakecomputing.com: Name or service not 
known.
この問題を修正するには、Snowflake プライベートリンク URL のアンダースコア「_」をハイフン「-」に置き
換え、Snowflake プライベートリンク URL を解決するように DNS エントリを更新して、トラフィックをプラ
イベートエンドポイントのプライベート IP アドレスに転送する必要があります。
例えば、次の Snowflake プライベートリンク URL では、infa_cndln.us-
east-1.privatelink.snowflakecomputing.com を infa-cndln.us-
east-1.privatelink.snowflakecomputing.com に変更する必要があります。

2022 年 8 月リリースのアップグレード後のタスク
組織の環境を 2022 年 8 月リリースにアップグレードした後に、次のタスクを実行します。

Hive コネクタ
Cloudera CDP 7.1 プライベートクラウドと Cloudera CDW 7.2
アップグレード後、Cloudera CDP 7.1 プライベートクラウドおよび Cloudera CDW 7.2 ディストリビューショ
ンで Hive を使用するように構成された既存または新規のマッピングは、core-site.xml ファイルに S3A 委任ト
ークンプロパティが含まれてる場合は失敗します。
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この問題を回避するには、Secure Agent マシン上の<構成ファイルのパス>/core-site.xml ファイルに次のプロパ
ティが存在する場合はコメントアウトする必要があります。
<property>    <name>fs.s3a.delegation.token.binding</name>   <value>org.apache.knox.gateway.cloud.idbroker.s3a.IDBDelegationTokenBinding</value>  </property>
Hive コネクタパッケージ
アップグレード後、Secure Agent インストールの一部として Hive コネクタパッケージが見つかります。パッ
ケージには Informatica Hive ライブラリスクリプト downloadHiveLibs.sh および Informatica Hive ライブラリ
プロパティファイルが含まれています。Hive マッピングとエラスティックマッピングを実行する前に、このス
クリプトを実行して、必要なディストリビューション固有の Hive ライブラリをダウンロードできます。
スクリプトは、Secure Agent マシン上の次のディレクトリにあります: <Secure Agent インストールディレクトリ
>/downloads/package-hiveadapter.<version>/package/hive/thirdparty/informatica.hiveadapter/scripts/
downloadHiveLibs.sh
スクリプトを実行してフラグを適用する手順については、次のナレッジベース記事を参照してください: 
000186678
重要: 2022 年 8 月リリースから 2022 年 9 月リリースまでの間であればいつでもスクリプトを実行することが
できますが、このタスクは 2022 年 9 月リリースより前に完了する必要があります。

Hadoop Files V2 コネクタ
アップグレード後、Hadoop Files V2 コネクタ用の Cloudera 6.1 パッケージは不要になります。新規ユーザー
または Cloudera 6.1 パッケージを以前に使用したことがある既存のユーザーの場合、アクションは必要ありま
せん。

Microsoft Azure Cosmos DB SQL API コネクタ
アップグレード後、Microsoft Azure Cosmos DB SQL API コネクタには次の影響があります。
• パーティション化されていないコレクションに一括データを書き込むように構成された既存のマッピングは

失敗します。
マッピングを正常に実行するには、次の手順を実行します。
1. Microsoft Azure Cosmos DB SQL API で、パーティション化されていないコレクションをパーティシ

ョン化されたコレクションに移行します。
2. マッピングを編集し、ソースフィールドとターゲットフィールドを同期します。
3. マッピングを実行します。
詳細については、Migrating non-partitioned collections to partitioned collections を参照してください。

• Microsoft Azure Cosmos DB SQL API から階層データ型を読み取るように構成された既存のエラスティッ
クマッピングが失敗する場合があります。
エラスティックマッピングを正常に実行するには、マッピングを編集し、ソースフィールドを同期してか
ら、マッピングを再度実行します。
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第  5  章

以前のリリースでの改良点
Informatica Network では、管理者の以前のリリースでの改良点や変更された動作に関する情報を入手できま
す。
次のナレッジベース記事では、昨年中に適用された、現行リリースに対する新機能を解説しています。
Informatica Intelligent Cloud Services Administrator Enhancements in Previous Releases
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